
しょう6 しゃかい「武士の 世の 中(鎌倉・室町)」 その1
なまえ 　 がつ　 にち てん  / 20

1 15世紀に沖縄で成立し、中 国や東南アジアとの貿易で栄えた国は?

ア 百済 イ 邪馬台国 ウ 琉 球 王国 エ 奴国 こたえ 

2 念仏(南無阿弥陀仏)を唱えれば救われると説き、浄土宗を開いたのは?

ア 法然 イ 空海 ウ 最 澄 エ日蓮 こたえ 

3 銀閣について正しいのは?

ア 全体に銀ぱくがはられている イ鎌倉に建てられた ウ 足利義満が建てた

エ 銀ぱくははられていない こたえ 

4 馬を走らせながら的を射る、武士の訓練を何という?

ア 能 イ 相撲 ウ 流鏑馬 エけまり こたえ 

5 応仁の乱が起きた原因の一つは?

ア 天皇が都を移したこと イ 鉄砲が伝わったこと ウ 元がせめて来たこと

エ 将 軍のあとつぎをめぐる争い こたえ 

6 中 国(宋)から茶を持ち帰り、茶を飲む習 慣を広めた僧は?

ア 親鸞 イ日蓮 ウ 鑑真 エ 栄西 こたえ 

7 後醍醐天皇が奈良の吉野に移り、朝 廷が二つに分かれた時代を何という?

ア 戦国時代 イ 飛鳥時代 ウ 平安時代 エ 南北朝時代 こたえ 

8 銀閣を建てた室町幕府の8代将 軍は?

ア 足利義政 イ 徳川家康 ウ 源 頼 朝 エ 足利義満 こたえ 

9 源 頼 朝の妻で、御家人をまとめ「尼将軍」と呼ばれたのは?

ア 清少納言 イ日野富子 ウ 紫式部 エ 北 条政子 こたえ 

10 「つれづれなるままに」で始まる、鎌倉時代の随筆は?

ア 枕草子 イ 徒然草 ウ 方 丈記 エ 平家物語 こたえ 

ぶし よ なか かまくら むろまち

せいき おきなわ せいりつ ちゅうごく とうなん ぼうえき さか くに

くだら やまたいこく りゅうきゅうおうこく なこく

ねんぶつ なむあみだぶつ とな すく と じょうどしゅう ひら

ほうねん くうかい さいちょう にちれん

ぎんかく ただ

ぜんたい ぎん かまくら た あしかがよしみつ た

ぎん

うま はし まと い ぶし くんれん なん

のう すもう やぶさめ

おうにん らん お げんいん ひと

てんのう みやこ うつ てっぽう つた もと き

しょうぐん あらそ

ちゅうごく そう ちゃ も かえ ちゃ の しゅうかん ひろ そう

しんらん にちれん がんじん えいさい

ごだいごてんのう なら よしの うつ ちょうてい ふた わ じだい なん

せんごく じだい あすか じだい へいあん じだい なんぼくあさ じだい

ぎんかく た むろまち ばくふ だいしょうぐん

あしかがよしまさ とくがわいえやす みなもとのよりとも あしかがよしみつ

みなもとのよりとも つま ごけにん あましょうぐん よ

せいしょうなごん ひの とみこ むらさきしきぶ ほうじょう まさこ

はじ かまくら じだい ずいひつ

まくらのそうし つれづれぐさ ほうじょう き へいけものがたり



11 御家人が将 軍のために戦うことを何といった?

ア 刀 狩 イ 奉公 ウ 御恩 エ 検地 こたえ 

12 源 義 経は、平氏をほろぼしたあと、だれと対立した?

ア 足利尊氏 イ 平 清 盛 ウ 北条時宗 エ 兄の源 頼 朝 こたえ 

13 足利義満が建てた、金ぱくをはった建物は?

ア 姫路城 イ 金閣 ウ 東大寺 エ 銀閣 こたえ 

14 「悪人こそ救われる」と説き、浄土真宗を開いた鎌倉時代の僧は?

ア 親鸞 イ日蓮 ウ 空海 エ 最 澄 こたえ 

15 元寇のあと、生活に苦しむ御家人を救おうと幕府が出した、借 金を帳消しにする命令を

何という?

ア 御成敗式目 イ 楽市・楽座 ウ 武家諸法度 エ 徳政令 こたえ 

16 応仁の乱のあと広まった、実 力のある者が上の者に打ち勝つ風 潮を何という?

ア 兵農分離 イ 御恩と奉公 ウ 下剋上 エ 参勤交代 こたえ 

17 能の合間に演じられ、日常のできごとをこっけいにえがく劇を何という?

ア 落語 イ 歌舞伎 ウ 狂 言 エ 人形浄瑠璃 こたえ 

18 足利義満が明との貿易で使った合い札「勘合」は、何と区別するためのもの?

ア倭寇(海賊) イ 宣教師 ウ 町 人 エ 御家人 こたえ 

19 室町時代に、村の農民たちが自分たちで運営した自治的な組織を何という?

ア 座 イ 五人組 ウ 惣(そう) エ 株仲間 こたえ 

20 鎌倉時代の武士は、ふだんどこに住んでいた?

ア 自分の領地にある、堀や塀で囲んだやかた イ 江戸にある大 名のやしき

ウ 高い天守のある大きな城 エ 都にある寝殿造のやしき こたえ 

ごけにん しょうぐん たたか なん

かたながり ほうこう ご おん けんち

みなもとのよしつね へいし たいりつ

あしかがたかうじ たいらのきよもり ほうじょうときむね あに みなもとのよりとも

あしかがよしみつ た きん たてもの

ひめじじょう きんかく とうだいじ ぎんかく

あくにん すく と じょうどしんしゅう ひら かまくら じだい そう

しんらん にちれん くうかい さいちょう

げんこう せいかつ くる ごけにん すく ばくふ だ しゃっきん ちょうけ めいれい

なん

ご せいばいしきもく らくいち らくざ ぶけ しょ はっと とくせいれい

おうにん らん ひろ じつりょく もの うえ もの う か ふうちょう なん

へいのう ぶんり ご おん ほうこう げこくじょう さんきんこうたい

のう あいま えん にちじょう げき なん

らくご かぶき きょうげん にんぎょうじょうるり

あしかがよしみつ みん ぼうえき つか あ ふだ かんごう なん くべつ

わこう かいぞく せんきょうし ちょうにん ごけにん

むろまち じだい むら のうみん じぶん うんえい じち てき そしき なん

ざ ご にんぐみ そう かぶ なかま

かまくら じだい ぶし す

じぶん りょうち ほり へい かこ えど だいみょう

たか てんしゅ おお しろ みやこ しんでんづくり



こたえ　しょう6 しゃかい「武士の 世の 中(鎌倉・室町)」 その1

1  ウ 琉球王国

2  ア 法然

3  エ 銀ぱくははられていない

4  ウ 流鏑馬

5  エ 将軍のあとつぎをめぐる争い

6  エ 栄西

7  エ 南北朝時代

8  ア 足利義政

9  エ 北条政子

10  イ 徒然草

11  イ 奉公

12  エ 兄の源頼朝

13  イ 金閣

14  ア 親鸞

15  エ 徳政令

16  ウ 下剋上

17  ウ 狂言

18  ア 倭寇(海賊)

19  ウ 惣(そう)

20  ア 自分の領地にある、堀や塀で囲んだやかた


